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後
崇
光
院
筆
の
古
筆
切
―
―
新
出
『
八
幡
愚
童
訓
』
切
の
紹
介
―
―

  
                   

日
本
文
学
／
准
教
授　

 

岸
本
理
恵

　
　
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

室
町
文
化
の
中
心
的
存
在
と
も
言
え
る
後
崇
光
院
（
一
三
七
一
―
一
四
五
六
）
は
、
崇
光

天
皇
の
孫
、
伏
見
宮
栄
仁
親
王
の
息
と
し
て
生
ま
れ
る
が
前
半
生
は
不
遇
で
、
応
永
一
八
年

（
一
四
一
一
）
四
〇
歳
で
漸
く
元
服
、
五
四
歳
で
親
王
宣
下
を
受
け
る
が
出
家
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
伏
見
宮
家
の
再
興
に
尽
力
し
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
長
子
が
後
花
園
天
皇
と
な

り
、
自
ら
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
皇
位
を
子
が
受
け
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
文
安
四

年
（
一
四
四
七
）
太
上
天
皇
の
尊
号
を
受
け
る
。
後
崇
光
院
と
い
う
の
は
諡
号
で
あ
る
。

　

後
崇
光
院
が
応
永
二
三
年
か
ら
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
ま
で
書
き
続
け
た
『
看
聞
日

記
』
は
、
後
崇
光
院
身
辺
の
出
来
事
や
政
治
的
な
行
動
を
記
す
に
留
ま
ら
ず
、
室
町
時
代
の

社
会
の
解
明
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
上
に
、
当
時
の
文
化
の
幅
広
い
記
録
と
し
て
も
注
視
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
そ
の
よ
う
な
後
崇
光
院
を
筆
者
と
す
る
古
筆
切
一
葉
を
拝
見
す
る

機
会
を
得
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　

二
、
新
出
断
簡
の
書
誌
と
本
文

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
切
は
、
聴
松
室
蔵
の
古
筆
手
鑑
「
精
虔
」
に
押
さ
れ
た
一
葉
。
大
き
さ

は
、
縦
二
六
・
〇
㎝
、
横
一
〇
・
五
㎝
、
六
行
、
も
と
は
巻
子
本
で
あ
る
ら
し
い
。
内
容
は

『
八
幡
愚
童
訓
』
の
一
部
で
、
本
文
は
次
の
と
お
り
（
行
頭
に
行
数
と
、
適
宜
句
読
点
を
付

し
、
返
り
点
は
省
い
た
、
図
版
は
本
稿
末
に
掲
載
）
。

1　

死
去
の
よ
し
を
申
け
る
こ
そ
い
ま
〳
〵
し
か
り
し
か
。
其
上
、
又
若
宮
の
御
前
に

2　

敵
方
に
向
て
立
ら
れ
た
り
し
御
釼
、
院
の
御
方
へ
た
ふ
れ
け
り
。
神
意

ニ
あ
は
ぬ

3　

御
祈
精
、
不
吉
の
瑞
相
お
そ
ろ
し
く
そ
お
ほ
え
し
。
上
皇
の
御
気
色
も
か
は
り
、

4　

供
奉
の
卿
相
雲
客
も
心
を
さ
は
か
し
け
り
。
楚
荘
無
災
以
致

シ
戒
懼
、
魯

5　

哀
禍
大

ニ
シ
テ

天
不
降
讉
。
今
已
此
恠
異
あ
り
。
御
慎
あ
ら
ま
し
か
は
廟
神
い
か
て
か

6　

す
て
給
は
ん
。
掌
を
さ
す
神
の
告
を
も
恐
給
は
す
、
欲
悔ク

ヒ
ン
ト

非ヒ

於
既キ

往ワ
ウ
ニ

慎
過
於
将

『
八
幡
愚
童
訓
』
は
『
日
本
思
想
大
系
20　

寺
社
縁
起（

１
）』

に
内
容
の
大
き
く
異
な
る
甲
乙
の
二

種
が
翻
刻
さ
れ
る
。
当
該
の
切
は
甲
種
に
近
く
、
一
九
八
頁
下
段
か
ら
一
九
九
頁
上
段
に
か
け

て
の
箇
所
に
該
当
す
る
。
筆
跡
は
、
琴
山
印
の
極
札
が
「
後
崇
光
院
」
と
す
る
ご
と
く
、
詳
し

く
は
後
に
検
証
す
る
が
後
崇
光
院
の
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
同
（
巻

物
切
）　

縁
起
真
名
カ
ナ
交
リ
」と
あ
る
の
は
当
該
切
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。『
八
幡
愚
童
訓
』

は
蒙
古
襲
来
に
際
し
て
の
石
清
水
八
幡
宮
の
神
威
を
説
き
記
し
た
霊
験
記
と
さ
れ
る
。
漢
文
訓

読
調
の
文
体
で
、
当
該
切
も
末
尾
部
分
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
所
々
に
は
漢
文
の
箇
所
も
あ

り
、
蒙
古
の
牒
状
な
ど
も
漢
文
で
記
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、『
八
幡
愚
童
訓
』
諸
本
は
漢
字

片
仮
名
交
じ
り
に
よ
る
写
本
が
多
い
が
、
当
該
切
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
の
「
真
名
カ
ナ
交
リ
」
と
い
う
記
述
も
こ
の
こ
と
に
着
目
し
て

の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ツ
レ
は
、
小
林
強
氏
に
よ
っ
て
一
一
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
新
出
の
当
該
切
を
加
え
て
以
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下
に
列
挙
す（

２
）る

。〔　

〕
内
は
、各
切
の
本
文
の
『
日
本
思
想
大
系
』
該
当
箇
所
の
頁
数
で
あ
る
。

①　

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
手
鑑
「
筆
の
海
」 

〔
170
下
段
〕

②　

平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

第
3
集 

〔
172
上
段-

下
段
〕

③　

第
一
〇
七
回
京
都
近
鉄
百
貨
店
古
書
籍
大
即
売
会
目
録 

〔
173
下
段
〕

④　

古
筆
手
鑑
４-

12
（
久
曽
神
昇
氏
蔵
） 

〔
180
下
段
〕

⑤　

小
野
尚
志
氏
蔵
（
論
文
掲
載
の
図
版
ａ
） 

〔
181
下
段
〕

⑥　

白
鶴
美
術
館
蔵
手
鑑
（
伝
尊
良
親
王
筆
） 

〔
188
下
段
〕

⑦　

小
野
尚
志
氏
蔵
（
論
文
掲
載
の
図
版
ｂ
） 

〔
191
上
段-

下
段
〕

⑧　

国
文
学
古
筆
切
入
門 

〔
194
下
段-

195
上
段
〕

⑨　

思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
59
号 

〔
196
下
段
〕

⑩　

聴
松
室
蔵
古
筆
手
鑑
「
精
虔
」 

〔
198
下
段-

199
上
段
〕

⑪　

小
野
尚
志
氏
蔵
（
論
文
掲
載
の
図
版
ｃ
） 

〔
203
上
段-

下
段
〕

⑫　

髙
城
弘
一
氏
蔵
手
鑑
「
古
今
筆
鑑
」 

〔
204
上
段-

下
段
〕

一
二
葉
と
い
う
分
量
は
『
八
幡
愚
童
訓
』
全
体
か
ら
す
る
と
十
分
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
後
崇
光
院
筆
切
の
現
存
箇
所
を
『
日
本
思
想
大
系
』（
本
文
は
170
頁
上
段
～
205
頁
上

段
７
行
目
）
と
比
較
す
る
と
、
最
も
冒
頭
に
近
い
本
文
を
も
つ
断
簡
①
は
、
ほ
ぼ
冒
頭
部
分
と

言
っ
て
よ
い
。
ま
た
最
後
の
断
簡
⑫
は
巻
末
に
近
い
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
二
葉
は
『
八

幡
愚
童
訓
』
の
一
部
分
に
偏
る
こ
と
な
く
全
体
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、『
八
幡
愚
童
訓
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
小
野
尚
志
氏
に
よ
る
『
八
幡
愚
童
訓
諸
本

研
究　

論
考
と
資（

３
）料

』
に
詳
し
い
。
そ
の
小
野
氏
が
「
現
在
の
私
に
は
未
だ
よ
く
見
え
な
い
系

統
図
」
と
言
っ
て
、
諸
本
系
統
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
崇
光
院
筆
切
に
つ
い
て

も
、
甲
種
と
乙
種
で
比
べ
れ
ば
甲
種
に
属
す
る
と
判
断
で
き
る
の
で
当
該
箇
所
を
『
日
本
思
想

大
系
』
の
ペ
ー
ジ
数
で
示
し
た
が
、
細
か
な
表
現
は
や
は
り
異
な
る
箇
所
が
多
く
、
一
致
す
る

系
統
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

蒙
古
襲
来
を
機
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
、
成
立
が
一
三
〇
〇
年
頃
と
さ

れ
る
。
現
存
す
る
完
本
は
近
世
写
本
が
多
く
、室
町
期
の
写
本
は
数
点
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

小
野
氏
の
他
に
も
、『
群
書
解
題
』
で
西
田
長
氏
が
「
そ
の
分
け
方
も
諸
本
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

そ
の
内
容
に
お
い
て
も
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
に
小
異
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
第
に
潤
色
・
増
補
せ
ら

れ
て
い
っ
た
発
展
の
過
程
を
そ
の
ま
ま
に
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ（

４
）る

」
と
指
摘
す
る
よ

う
に
、
諸
本
は
各
々
改
変
さ
れ
成
長
し
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
崇
光
院
筆
切
は
書

写
年
次
が
後
崇
光
院
の
生
存
期
間
に
限
定
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

諸
本
を
整
理
し
た
小
野
氏
で
さ
え
系
統
分
け
の
難
し
さ
を
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
崇

光
院
筆
切
に
つ
い
て
も
俄
に
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
上
で
少
し
考
察
を
加
え
て

お
こ
う
。
小
野
氏
は
断
簡
⑦
⑧
⑪
か
ら
、
後
崇
光
院
筆
切
は
小
野
氏
分
類
の
甲
類
系
Ｂ
類
本
に

近
い
と
さ
れ（

５
）る

。
確
か
に
、『
日
本
思
想
大
系
』
よ
り
は
Ｂ
類
本
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い

も
の
の
、
大
き
く
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、
断
簡
②
は
六
～
七
行
目
、

　
　

い
か
て
か
人
王
の
使
と
は
な
す
へ
き
。
さ
ら
は
官
を
さ
つ
け
て
遣
へ
し

と
あ
る
が
、
甲
類
系
Ｂ
類
本
・『
日
本
思
想
大
系
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　

争
カ
人
王
ノ
使
ト
ハ
可
成
、サ
ラ
ハ
除
目
ヲ
ヲ
コ
ナ
イ
、官
ヲ
授
テ
可
遣
（
甲
類
系
Ｂ
類
本
）

　
　

争
カ
人
王
ノ
使
ニ
可
成
。
所
詮
除
目
ヲ
行
テ
官
ヲ
成
テ
可
遣　
（
思
想
大
系
）

と
あ
っ
て
「
除
目
を
行
う
」
内
容
が
加
わ
る
。
こ
の
箇
所
、
寛
文
四
年
刊
の
版
本
で
は
、

　
　

い
か
で
か
人
王
の
つ
か
ひ
と
は
な
す
べ
き
。
さ
ら
ば
官
を
さ
づ
け
や
る
べ
し

と
あ
る
。
甲
類
系
Ｂ
類
本
・『
日
本
思
想
大
系
』
よ
り
も
後
崇
光
院
筆
切
に
近
い
の
は
版
本
で

あ
る
。
完
全
な
一
致
を
見
る
わ
け
で
も
な
い
し
細
か
な
異
同
は
や
は
り
多
く
、
全
一
二
葉
と
い

う
分
量
な
が
ら
、
小
野
氏
も
可
能
性
と
し
て
断
簡
と
寛
文
版
本
と
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
よ
う

に
、
版
本
と
の
近
さ
が
目
に
付
く
。
と
す
れ
ば
、
寛
文
版
本
の
本
文
は
室
町
書
写
の
、
し
か
も

後
崇
光
院
真
筆
本
と
近
い
本
文
と
い
う
こ
と
で
、
あ
な
が
ち
末
流
本
文
と
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
、
版
本
は
後
崇
光
院
筆
切
と
同
じ
く
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三
、『
八
幡
愚
童
訓
』
切
と
様
々
な
後
崇
光
院
筆
の
古
筆
切

後
崇
光
院
筆
『
八
幡
愚
童
訓
』
切
の
筆
跡
は
、
断
簡
②
や
⑧
等
ツ
レ
の
解
説
で
既
に
後
崇

光
院
の
真
筆
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
崇
光
院
は
『
看
聞
日
記
』
を
は
じ
め
真
跡
資
料

が
多
く
残
り
、
特
徴
的
で
分
か
り
や
す
い
と
も
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、『
八
幡
愚
童
訓
』
切

と
『
椿
葉
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
伏
５
）
を
比
較
し
て
み
る
（
丸
数
字
は
断
簡
の
番
号
）。

全
体
に
や
や
扁
平
で
、
太
い
線
だ
け
で
な
く
細
い
線
も
粘
り
強
い
。【
表
】
の
「
あ
」
は
、

特
に
扁
平
で
「
め
」
に
近
い
ほ
ど
で
、
特
に
上
部
が
陥
没
し
て
い
る
。「
あ
り
」「
な
り
」
の
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「
り
」
も
丸
み
が
あ
り
書
き
流
す
こ
と
を
し
な
い
。「
あ
り
し
」「
な
り
し
」
な
ど
「
し
」
へ
と

続
く
場
合
だ
け
は
や
や
細
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
り
」
は
一
画
目
か
ら
く
る
り
と
回
っ
て
上
へ

上
が
る
部
分
の
丸
み
が
大
き
く
、字
に
よ
っ
て
は
「
の
」
に
誤
読
し
か
ね
な
い
程
で
あ
る
。「
の
」

も
丸
み
が
強
く
、
特
に
最
後
の
払
い
を
内
側
に
は
ね
入
れ
る
傾
向
が
目
立
つ
。
や
は
り
、『
八

幡
愚
童
訓
』
切
は
、
後
崇
光
院
の
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
看
聞
日
記
』
に
は
、
特
に
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
か
ら
同
六
年
の
間
、
後

花
園
天
皇
へ
書
画
や
古
典
類
を
進
覧
す
る
記
述
が
多
く
見
え
る
。
そ
の
中
で
、
永
享
五
年
五
月

七
日
の
記
事
に
、「
御
乳
人
又
内
裏
参
。
双
子
十
帖
〈
愚
童
記
。
五
常
内
義
抄
。
宝
物
集
。
玉

藻
物
語
〉
応
召
進
之
。
進
被
返
下
」
と
あ
る
。
こ
の
「
愚
童
記
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
『
八
幡
愚

童
訓
』
切
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
一
〇
歳
で
践
祚
し

た
長
子
後
花
園
天
皇
が
永
享
五
年
正
月
に
元
服
し
、
九
月
に
は
御
歌
始
を
行
う
と
い
う
学
び
に

資
す
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
切
は

そ
の
様
子
を
、『
看
聞
日
記
』
の
記
述
の
み
で
な
く
現
存
資
料
と
し
て
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

後
崇
光
院
を
筆
者
と
す
る
古
筆
切
は
、『
八
幡
愚
童
訓
』
切
の
ほ
か
に
も
様
々
あ
り
、
多
く

は
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。
こ
の
う
ち
の
一
つ
に
、『
八
雲
御
抄
』
切
が
あ
る
。
現
在
は
徳
川
黎
明

會
蔵
手
鑑
『
桃
江（

６
）』

な
ど
に
押
さ
れ
て
い
る
切
が
知
ら
れ
る
。『
看
聞
日
記
』
で
は
、
応
永
二
四

年
（
一
四
一
七
）
一
〇
月
一
〇
日
、「
帥
中
納
言
伏
見
院
宸
筆
被
所
望
。
詩
歌
。〈
懐
紙
二
枚
〉

写
本
。〈
仮
名
源
氏
詞
〉一
巻
遣
之
。
将
又
八
雲
抄
被
借
用
之
間
。
六
帖〈
愚
筆
〉遣
之
」と
あ
り
、

こ
れ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
八
雲
御
抄
』
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
こ
の
後
の
永
享

一
〇
年
（
一
四
三
八
）
二
月
八
日
に
も
、
歌
に
「
君
」
と
詠
む
先
例
に
つ
い
て
、「
君
事
不
審
之

間
。
旧
例
勘
見
八
雲
抄
云
…
」
と
あ
り
、
自
ら
の
手
引
き
と
し
て
『
八
雲
御
抄
』
を
利
用
し
て

い
る
様
子
も
見
え
て
い
る
。
後
崇
光
院
の
和
歌
詠
作
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
切
で
あ
る
ら
し
い
。

　

後
崇
光
院
の
幅
広
い
学
芸
に
対
す
る
精
力
的
な
取
り
組
み
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
現
存
す
る
後
崇
光
院
筆
の
絵
巻
や
連
歌
会
記
録
の
ほ
か
、『
看
聞
日
記
』

に
よ
り
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
看
聞
日
記
』
に
記
述
の
あ
る
作
品
は
、
誰
か
に
提
出
し
た
り

依
頼
の
あ
っ
た
も
の
、
又
は
貸
借
の
や
り
取
り
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
も
の
が
全
て
で
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
後
崇
光
院
は
後
花
園
天
皇
に
贈
っ

た
『
椿
葉
記
』
に
お
い
て
、「
和
歌
に
師
な
し
、
古
歌
を
も
て
師
と
す
と
い
へ
り
。
然
は
万
葉
・

古
今
以
来
代
々
の
集
、
源
氏
・
伊
勢
物
語
、
先
達
の
口
伝
の
抄
物
ど
も
御
覧
ぜ
ら
れ
、
四
季
折

節
に
付
た
る
風
情
、
朝
暮
御
心
に
懸
ら
れ
て
吟
味
あ
る
べ
き
御
事
な
り
」
と
い
う
。
そ
の
言
葉

は
自
ら
の
行
い
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
、
自
ら
も
多
く
の
歌
書
を
読
み
写
し
た
で
あ
ろ
う
。『
看

聞
日
記
』
に
は
『
六
百
番
歌
合
』
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
後
崇
光
院
筆
と
認
め
ら
れ
る

『
六
百
番
歌
合
』
の
切
が
現
存
し
て
い
る（

７
）。

こ
の
『
椿
葉
記
』
の
記
事
は
、
新
し
い
勅
撰
集
編
纂
を
予
期
し
て
の
言
葉
に
続
く
部
分
で

あ
る
。
後
に
後
花
園
天
皇
下
命
に
よ
り
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
と
し
て
成
立
す
る
勅
撰
集
下
命

の
綸
旨
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、後
崇
光
院
は
『
看
聞
日
記
』
に
は
「
歌
道
再
興
珍
重
也
」（
永

享
五
年
八
月
二
六
日
）
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
編
纂
段
階
の
細
々
と
し
て
点
に
も
後
崇
光

椿葉記 八幡愚
童訓

八幡愚
童訓

八幡愚
童訓

八幡愚
童訓椿葉記 椿葉記 椿葉記

【
　
表
　
】⑩

②

⑧

⑪

⑩

②

②

⑥

⑪

⑩

⑩

②

⑧

⑪

⑧

②

⑥
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院
の
関
与
が
記
さ
れ
る
。
後
崇
光
院
筆
と
認
め
ら
れ
る
古
筆
切
と
し
て
は
、『
新
拾
遺
和
歌（

８
）集

』

や
、
後
崇
光
院
一
三
歳
の
年
に
成
立
し
た
『
新
続
拾
遺
和
歌（

９
）集

』
な
ど
も
確
認
さ
れ
る
。
先
行

す
る
代
々
の
勅
撰
集
は
、新
た
な
勅
撰
集
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
重
要
で
不
可
欠
な
典
籍
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
看
聞
日
記
』
に
記
さ
れ
な
い
歌
書
・
典
籍
も
多
く
写
し
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
古
筆
切
は
わ
ず
か
数
葉
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
集
を
後
崇
光
院
が
読
み
写
し
て
い
た
こ
と

を
裏
付
け
る
も
の
で
、
後
崇
光
院
の
文
学
活
動
を
確
実
に
伝
え
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　

四
、
ま
と
め

以
上
、
後
崇
光
院
筆
『
八
幡
愚
童
訓
』
切
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
後
崇
光
院
筆
と
認
め
ら

れ
る
古
筆
切
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
後
崇
光
院
に
は
連
歌
記
録
や
自
筆
和
歌
集
の
ほ
か

絵
巻
な
ど
も
多
く
現
存
す
る
。『
看
聞
日
記
』
は
詳
細
で
分
量
も
あ
る
の
で
こ
う
し
た
資
料
を

用
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
資
料
が
豊
富
で
あ
る
と
は
い
え
全
て
が
現
存
し

て
い
る
わ
け
で
な
い
。
こ
う
し
た
古
筆
切
も
後
崇
光
院
の
文
学
活
動
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
同
等
に
考
察
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
崇
光
院
真
筆
の
資
料
は
、
伏
見
宮

家
の
典
籍
を
受
け
継
ぎ
、
自
ら
も
文
学
や
音
楽
・
芸
能
等
に
深
い
造
詣
を
示
し
た
後
崇
光
院
の

元
に
集
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
文
と
し
て
の
資
料
的
意
義
も
大
き
い
。

（
注
）

１　
『
日
本
思
想
大
系
20　

寺
社
縁
起
』
岩
波
書
店
・
一
九
七
五
年
。『
八
幡
愚
童
訓
』
の
翻
刻
・
解
説

は
萩
原
龍
夫
氏
。

２　

小
林
強
「
出
典
判
明
仮
名
散
文
関
係
古
筆
切
一
覧
稿
」（『
人
文
科
学
』
一
二
・
二
〇
〇
七
年
三
月
）。

断
簡
⑤
⑦
⑪
は
、
注
５
小
野
尚
志
氏
の
御
論
に
掲
載
が
あ
り
ａ
～
ｃ
は
そ
こ
で
付
さ
れ
た
番
号
。

小
野
氏
は
こ
の
御
論
の
中
で
、
手
鑑
「
華
毫
肆
」
に
ツ
レ
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
小
林

氏
は
こ
れ
を
不
明
と
し
、
稿
者
も
こ
れ
を
確
認
出
来
て
い
な
い
の
で
こ
こ
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
。

３　

小
野
尚
志
『
八
幡
愚
童
訓
諸
本
研
究　

論
考
と
資
料
』（
三
弥
井
書
店
・
二
〇
〇
一
年
）

４　
『
群
書
解
題　

第
一
巻
中
』（
續
群
書
類
從
完
成
会
・
一
九
六
二
年
）

５　

注
３
『
八
幡
愚
童
訓
諸
本
研
究　

論
考
と
資
料
』
の
「
四　
「
八
幡
愚
童
訓
」
の
断
片
―
後
崇
光

院
宸
筆
巻
物
切
―
」。
な
お
、
小
野
氏
分
類
の
甲
類
系
Ｂ
類
本
は
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
吉
田

文
庫
蔵
本
、
麦
水
文
庫
蔵
本
、
京
都
国
立
博
物
館
阿
刀
家
寄
託
本
な
ど
五
本
が
あ
る
。
本
稿
で
引

用
す
る
Ｂ
類
本
本
文
は
、
小
野
氏
翻
刻
の
麦
水
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

６　
『
徳
川
黎
明
會
叢
書　

古
筆
手
鑑
篇
三　

藁
叢
・
桃
江
・
文
車
』（
思
文
閣
出
版
・
一
九
八
六
年
）

７　
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

第
1
集
』
13
な
ど
。

８　

三
井
文
庫
蔵
「
高
松
帖
」
34
な
ど
。

９　

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵　

古
筆
手
鑑
「
披
香
殿
」
24
。

〔
付
記
〕
資
料
の
閲
覧
に
ご
高
配
賜
り
図
版
の
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々

お
よ
び
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

（16K
02370

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。




